
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成２３年５月９日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：ミナミハンドウイルカの保全のために必要な基礎情報を得るため，分

布や移動経路の把握，地域個体群間の関係に関する検討，行動解析，繁殖生理値の収集を行っ

た．その結果，①伊豆鳥島周辺に本種が分布し，その個体群は小笠原や御蔵島の個体群との間

に関係を有すること，②奄美大島での調査により，本種が同島周辺を生活圏とすること，③御

蔵島個体群の社会行動の分析から，その頻度が性や成長段階によって異なること，④飼育個体

の性ホルモン分析から，オスの精子形成は春～秋により活発になることなどが明らかになった． 

 
研究成果の概要（英文）： Distribution, genetic relationship among local populations, 

behavior and reproductive physiology were studied for the conservation of Indo-Pacific 

bottlenose dolphins around Japan. In Amami Is. area where the species was first reported 

in Japan, more than 50 dolphins were photo-identified by boat-based surveys. A population 

was found around Torishima Is., Tokyo for the first time and it is genetically related to Mikura and 

Ogasawara populations. Frequency of social behaviors of the wild dolphins around Mikura Is. varied 

with sex and developmental stage. Male reproductive activity was higher in spring to fall seasons. 
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１．研究開始当初の背景 

大型陸上哺乳類では，森林伐採などによる生
息地の減少から，農業被害など人間との競合
が激化したこともあり，社会的にも注目され，
多くの生態調査に基づいた保護管理システ
ムが構築されつつある．それとは対照的に，
日本近海に生息するイルカ類で漁獲対象と
なっていない種に関しては，まだ保護管理シ

ステムが構築されていないばかりか，そのた
めに必要な基礎的研究すら不十分である．陸
上動物と同様，日本近海のイルカ類，とくに
ごく沿岸域に定住するイルカ類では，開発に
よる生息地の減少や漁業者との餌生物をめ
ぐる競合が一部海域では起きており，局所的
には既に問題となっている．また，イルカ類
は海の食物連鎖の頂点に位置するため，汚染
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物質の生物濃縮が高度に進み，海洋汚染の影
響をきわめて受けやすい．このことからも，
沿岸性イルカ類の保護管理システムの構築
は危急的課題である． 

こうしたイルカ類のひとつに，ミナミハン
ドウイルカ(Tursiops aduncus）がある．本種
の存在は，1970 年代に奄美大島・大島海峡
に生息するイルカの捕獲によって水族館関
係者によって知られるところとなり，「アマ
ミバンドウイルカ」等の呼称があったが，ハ
ンドウイルカ(T. truncatus)の地方型とみな
されたまま年月が過ぎた．その後，2000 年
に鯨類の分類の見直しが行われ，ハンドウイ
ルカとは「小型」「吻が短い」「成長に伴い腹
部に斑点が出る」などの点で別種とされた
（加藤，2000）．このような経緯から，本種
はハンドウイルカと混同されて調査されて
きたため，その生態に不明な部分が多く，日
本沿岸での分布とそれらの地理的関係や個
体数，基礎生態さえ十分に把握されていない．
またこれまでの予備的な遺伝子解析結果か
ら，本種は国内の各地に 100 頭程度の小さな
集団で生活している可能性が示唆されてい
るほか（早野ら，2004），本種と思われるイ
ルカの群れが存在するとの情報が日本西南
部の複数の沿岸域から得られており，分布域
がより広がる可能性も残されている．本種
（未確認も含む）の分布は，石川県のとじま
を除くとすべて日本の西南部に限定されて
おり，しかもその分布は必ずしも連続してい
ない．台湾周辺海域にもその分布が知られる
ことから（Wang et al., 1999, 2000），遺伝的
にみると，本来南方海域に分布していた集団
が日本近海にもその分布を拡げてきた可能
性がある．さらにこれらの個体群のいくつか
はドルフィンウォッチングやスイミングの
対象であったり，今後その対象となり得る動
きもあり，観光資源としての利用も進みつつ
ある．しかし，調査・研究の進行度は，東京
都御蔵島と熊本県天草下島のいずれも 100～
200 頭等程度の個体群についてのみであり
(Kogi et al., 2004; Shirakihara et al., 2002)，
他海域のイルカについては予備的研究段階
レベルか，それ以下にとどまり，本種の保全
を考える上での基礎データが不足している．  

 

２．研究の目的 

 上記のように人間活動の影響を強く受け
ている（あるいは受ける可能性が強い）と考
えられる本種の適切な保護管理システム構
築に必要な基礎的情報を得るため，これまで
に関連研究で培われた協力関係にある研究
者間の連携，水族館や地元住民の協力体制を
活用し，海域比較を加味した形で包括的な基
礎研究を行い，以下の点を明らかにする． 

(1) 本種の存在が強く疑われている海域に
つき，現地での実際の観察，漂着死体か

らの組織等を用いた DNA 解析によって
種同定を行い，分布の有無を確認する． 

(2) 皮膚等の組織試料をもとに遺伝子解析
を行い，地域個体群間の類縁関係を明ら
かにする． 

(3) 奄美大島周辺の分布とその季節変化，群
れ構成を明らかにする． 

(4) 個体識別が進んでいない海域での個体
識別調査を開始し，すでに進んでいる海
域との照合作業を行い，海域間移動の有
無を明らかにする． 

(5) データロガーを装着し，潜水行動パター
ンを調べる． 

(6) 飼育個体の行動観察を行うと同時に，水
中観察が可能な御蔵島個体群を対象に
行動の日周変化等を明らかにする． 

(7) 繁殖生理学的手法を用いて，飼育個体の
ホルモン変動を追跡し，繁殖期の推定を
行うほか，本種の生理学的知見を得る． 

 

３．研究の方法 

(1) 分布調査 

①奄美大島(鹿児島県)：沿岸域における小型
ボートによる目視調査と背びれ写真によ
る個体識別調査を毎年 1 回以上計 7回行っ
た．また，個体識別には地元自然写真家や
ダイビングショップ関係者が 2008～2010

年のさまざまな時期に撮影した写真も使
用した． 

②鳥島（東京都）：2008 年 10 月に伊豆鳥島
周辺海域にてチャーター船を用いて，島周
りの分布調査(出現位置，群情報などの記
録)を行い，船上からのイルカの写真撮影と
水中ビデオ撮影，遺伝子解析用の糞便採取，
音響録音，水中行動観察等を行った． 

③その他の海域：長崎県対馬において，現地
の自然科学系研究者等に聞き取り調査を
行い，現地
で撮影され
たイルカの
写真等の提
供を受ける
とともに，
大学練習船
による島周
辺海域の目
視調査を実施した．（黄色が研究対象海域） 

 

(2) テレメトリー調査 

 2007 年７月，鴨川沖の定置網に１頭のイ
ルカが混獲され，鴨川シーワールド（千葉県
鴨川市）に保護された．この個体は，オスの
ミナミハンドウイルカで，体表の傷などの特
徴から，御蔵島海域で識別された♯318 の個
体であることが判明した．当該個体は，その
後，健康を回復し，自然復帰できる状態にな
ったと判断されたため，本個体を放流するこ
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ととなった．この機会を利用し，アルゴス衛
星標識を装着してその移動経路を一定期間
追跡し，この個体が御蔵島に戻るのかどうか
を明らかにするとともに，マイクロデータロ
ガーを同時に装着し，当該個体が通過した水
塊の水温，水深，遊泳速度を記録し，移動に
ともなう潜水行動パターンを把握する実験
を行った． 

 

(3) 遺伝子解析 

①種同定と個体群判別：皮膚等の組織試料を
もとに遺伝子解析を行い，地域個体群間の
類縁関係を明らかにするため，ミナミハン
ドウイルカの生息が示唆された鳥島周辺
海域において 10 の糞便試料を採集し，
mtDNAコントロール領域約 520bpの塩基
配列を決定することにより種同定を行い，
集団の遺伝的組成を明らかにした．種同定
とハプロタイプ比較には，早野ら(2004)で
用いたデータを含む，ハンドウイルカ（静
岡県伊豆，和歌山県太地，長崎県壱岐およ
び沖縄島沿岸）とミナミハンドウイルカ
（伊豆諸島御蔵島，小笠原諸島，天草諸島
および奄美大島沿岸）75 個体のデータを用
いた． 

②野生個体の DNA 解析：地域個体群内の血
縁関係解明のための遺伝子データベース
構築に向け，御蔵島周辺海域の個体群を対
象に DNA 解析用糞試料の採取を行った．
水中で排便直後の糞をメッシュで採取し，
アルコール固定した．採取した糞試料から
DNA 抽出を行った． 

 

(4) 行動解析 

①野生個体の行動分析：御蔵島周辺海域の個
体群を対象に水中での行動観察とビデオ
撮影を行った．主にビデオ記録の解析によ
り，とくに社会行動に注目して行動分析を
行った．解析には，本調査以前に御蔵島ハ
ンドウイルカ研究会が撮影したビデオ記
録も利用し，オトナメス 6 頭，ワカメス，
オトナオス 6 頭，ワカオス 5 頭を対象に，
群れ遊泳，とくに 2 頭での群れ遊泳（ペア
遊泳）中の個体間距離，個体の位置関係，
行動パターン，個体の組み合わせなどを分
析した． 

②飼育個体の行動分析：水族館の個体を対象
に，本種の行動と比較するため，イロワケ
イルカ，スナメリ，ハンドウイルカ，シロ
イルカ，シャチの活動周期や休息行動をビ
デオ解析によって分析した． 

 

(5) 生理学的研究 

 国内で唯一，本種が飼育されている沖縄美
ら海水族館の飼育個体（雌雄複数頭，いずれ
も奄美大島産）を対象に採血を行い，血中性
ステロイド（テストステロン，プロゲステロ

ン），副腎皮質ホルモン（コルチゾル），体内
時計を司るとされるホルモン（メラトニン）
の測定を EIA 法等により実施した．また．血
液一般性状検査と生化学的検査を臨床検査
装置を用いて実施した．直腸温の測定も行っ
た． 

 
４．研究成果 
(1)分布調査 
①奄美大島：目視調査では，奄美大島南部の
大島海峡と北部沖の東シナ海で計13群123
頭の発見があり，群れ頭数は 3～30頭（平
均9.5頭）であった．背びれの写真により，
明瞭な特徴を有する 53 個体が識別され，
これらのカタログ化を行った．このうち，
約半数の 26 個体において，年内あるいは
年をまたいでの再発見があり，1 個体は 4
年連続で，3 個体は 3 年連続で再発見され
た．個体識別結果をもとに調査海域内の移
動状況を調べたところ，大島海峡と東シナ
海間で複数の一致個体がみられた．これら
のことから，本海域のミナミハンドウイル
カは，少なくとも奄美大島南部～北部沖の
島周囲を移動範囲とする可能性が示唆さ
れた． 

②鳥島：2008 年 10 月の鳥島調査により，外
部形態や腹部斑点の存在から，本海域のイ
ルカ（島周り東西南北すべて 30ｍ以浅に出
現）はミナミハンドウイルカであることが
強く示唆され，遺伝子解析の結果とあわせ，
同島での本種の分布がはじめて明らかに
なった．また，同調査で得られた個体識別
写真（26頭分）を本種の既知分布域である
御蔵島，小笠原，天草海域と照合したとこ
ろ，少なくとも１頭が小笠原で識別された
個体と一致した．このことから，鳥島～小
笠原海域間の交流が示唆された． 

③他の海域：対馬近海について，現地での聞
き取り調査の結果，本種と思われる種が少
なくとも春には北部沿岸域で時折目撃さ
れていることが写真とビデオ映像から明
らかになった．詳細を明らかにするため，
長崎大学水産学部附属練習船を利用した
目視調査を行ったが，海況等の影響もあり，
本種を発見することはできなかった．また，
奄美大島調査に関連し，同島南西に位置す
る徳之島の市民のブログに，本種と思われ
る写真と記事が掲載されていることが判
明し，分布域や移動経路の今後の調査のた
めの重要な情報を得た（ブログ名：鯉太朗
お散歩日記 2009 年 06 月）． 

 
(2)テレメトリー調査 
 2008 年 3 月 25 日
（火）12 時 20 分，鴨川
沖南南西約 20 ㎞（北緯
34 度 57 分，東経 140



 

 

度 11 分）の海域から放流を行った．この種
の実験を国内の水族館が行ったのは本件が
最初の事例である． 

 放流後，当
該個体からの
電波の受信に
より，すくな
くとも図のよ
うな移動経路
が記録されたが，本州東方沖からの経路は，
装置の離脱によるものと考えられた．その後，
受信位置は北上し，4 月 30 日の三陸沖での受
信を最後に，以後データの受信が途絶えた．
また，現在までに，装着したロガーが動物体
から離脱して沿岸に漂着・回収されたとの情
報はなく，当該個体が御蔵島海域に戻って再
発見されたとの報告もない． 

 
(3)遺伝子解析 
①種同定と地域個体群の個体群判別：試料と

して，(1)②の鳥島個体の糞便も含め，本
種の分布が既知の海域から，組織，糞便，
血液等の収集を行い，国内に分布する本種
の遺伝的多様性を調べたところ，解析可能
であった7つの鳥島試料は全て同一の本種
のハプロタイプを持つことが判明し，外部
形態による種同定の結果と一致した．また，
このハプロタイプは，御蔵島個体群で優占
的（15 個体中 13 個体）にみられるタイプ
であったが，小笠原で少数みられるものの，
他海域では全くみられないタイプであっ
た．これらのことから，鳥島周辺海域の本
種は御蔵島個体群の一部であるか，あるい
は御蔵島個体群と祖先集団をともにする
別個体群であるが，ごく最近に分化が起こ
ったため遺伝的分化が生じていないこと
が示唆された． 

②御蔵島個体群内の血縁関係解明のための
遺伝子データベース構築の準備：2009 年
と 2010 年に DNA 解析用糞試料の採取を
行い，計 86 試料を採取した．そのうち 70

試料の DNA が抽出済みである．現在まで
に解析したサンプルには識別個体 38 個体
分の糞が含まれていた． 

 
(4)行動研究 
①本種の御蔵島野生個体の行動：本種は単独

遊泳に比べて群れ遊泳することが多いこ
とが明らかになった（観察時間に対する割
合で単独遊泳：26.4%, 群れ：73.6%）．群
れ遊泳の中でも２頭が接近して泳ぐペア
遊泳が最も多く（群れ遊泳の観察時間あた
り 24%），3 頭以上の群れのサブグループ
として現れるものを含めると群れ遊泳の
70%近くにペア遊泳が含まれていた． 

 ペア遊泳中には，パラレルペアスイム，
タンデムスイム，ダブルデッカースイム，

ラビング，コンタクトスイム，ボディタッ
チスイムとそれぞれ名付けた特徴的な行
動パターンがみられた．パラレルペアスイ
ムは 2 個体
が正体勢で
ほぼ平行に
並び，近接
した個体間
距離を保ち

ながら泳ぐ
行動で，ペ
ア遊泳全体
の約 50%と
最も多く観
察された．
この行動中
は，前後や
垂直方向の
ずれは大きく変化しないのに対し，水平距
離は変化が大きく，メスよりオスの方が大
きい傾向がみられた．この行動は視覚によ
って相手を確認しながら維持されている
と考えられた．また，右後方の個体が相手
に動きを合わせることが多い傾向がみら
れた． 

 コンタクトスイムは胸びれを相手の体
の一部（胸びれ含む）に接触させながら泳
ぐ行動で，接触部位を動かしていないもの，
ラビングは対象個体の胸びれと相手の体
の一部が接触し，接触部位を動かしてこす
りながら泳ぐ行動，ボディタッチスイムは
体の一部を相手の体の一部と接触させな
がら泳ぐ行動である．これらの接触を伴う
社会行動は，観察時間の約 20%を占めた． 

 その他，タンデムスイムは 2 個体が正姿
勢で前後に並んで泳ぐ行動，ダブルデッカ
ースイムは一方の個体が他方の個体の下
側に位置しながら，正姿勢で泳ぐ行動であ
る．これらの行動には性や成長段階による
違いがあった．たとえば，ワカメスの群れ
遊泳の頻度は，他に比べて低く，単独遊泳
をすることが多かった． 

 また，パラレルペアスイムはワカモノよ
りオトナのほうが多く行う傾向がみられ
た．コンタクトスイムはオトナメスが多く
行う傾向がみられ，ボディタッチスイムは
オスよりメスのほうが多く行う傾向があ
った．さらに，パラレルペアスイムや接触
を伴う行動は同性・同成長段階の組み合わ
せが多かった． 

従来のイルカの社会に関する研究は，主
に船上観察にもとづく同伴係数の分析に
よって行われてきたが，これらの行動パタ
ーンをより詳しく分析することにより，本
種の詳細な社会構造が明らかになると思
われる． 

②飼育個体の休息行動比較：イロワケイルカ，



 

 

スナメリ，ハンドウイルカ，シロイルカ，
シャチなど，体サイズが異なる種間で休息
行動を比較したところ，体サイズが大きな
種ほど，浮上休息や着底休息，中層休息な
ど，体を停止させて休息する停止型休息の
割合が高くなること，逆に小型種ほど，ゆ
っくり泳ぎながら行う遊泳休息の割合が
高くなることが明らかになった．また，各
休息エピソードの長さは，体サイズの増加
とともに長くなり，総休息時間は減少する
ことが明らかになった．これらの事実は，
鯨類が，深さの異なる睡眠や休息を含む複
数のタイプの休息行動を行っており，環境
や体の条件に応じてその割合を変えてい
ることを示唆している． 

 
(5)生理学的研究 
①繁殖生理：過去 5年間の成熟オス 4頭のテ

ストステロン濃度の測定を行った結果，い
ずれの個体も春～秋に高値を示し，この時
期に精子形成が活発になることが示唆さ
れるとともに，少なくとも 40 歳頃までは
精子形成機能が十分備わっていることが
明らかになった．メスについては，プロゲ
ステロン濃度の測定によって排卵時期の
推定を試みたが，十分な試料が得られず，
発情周期等を特定するには至らなかった． 

②生体リズム：上記と同一のオス個体を対象
に，冬至，春分，夏至に３時間間隔で 24
時間採血を行い，ホルモン３種（メラトニ
ン，テストステロン，コルチゾル），直腸
温，および血液の一般性状と生化学性状を
分析したところ，メラトニンに昼夜の日周
変化は認められなかったが，他の 2ホルモ
ンと直腸温，血液検査値の一部に明瞭な日
周変化がみられ，メラトニンがなくても，
本種の体内リズムが維持されている可能
性が示唆された． 
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